
見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。
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「５月のイベント大集合！」

まちのデータ（2012.5.1現在）
人　口 80,620（－  56）
　男 40,000（－  16）
　女 40,620（－  40）
世帯数 32,761（＋  85）
（　）内は前月との比較

５月21日の「金環日

食」はすごかったね！

みんなは見たかな？

表紙写真：雨のゴールデンウイークから始まった５月。市内の名所で

は今年もぼたんや藤がきれいな花を咲かせました。「川淵三郎ＣＵＰ２

０１２」（５日）、「プロ野球イースタンリーグ公式戦」・「第６回本庄総

合公園春まつり」（13日）、「第50回本庄～早稲田100キロハイク」（19

日）が、好天の下、それぞれにぎやかに開催されました。

●  埼玉エコタウンに選定！ …………………………………………………２
●  新しい複合施設の機能が決まりました …………………………………４
●  平成24年度特定健康診査・健康診査が始まります……………………８
●  休日急患の診療…………………………………………………………… 18
●  新指定文化財を紹介します……………………………………………… 22

● 今月の主な内容

川淵三郎ＣＵＰ
（若泉公園多目的グラウンド）

金環日食観察
（撮影：市民カメラマン仁科和十さん）本庄総合公園春まつり

正観寺の藤
（撮影：市民カメラマン竹内美江さん）

イースタンリーグ　始球式・花束贈呈 本庄～早稲田100キロハイク

骨波田の藤 立岩寺のぼたん

市内で撮影した金環日食

▲
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こ
の
実
証
実
験
は
、
環
境
省
の

事
業
を
㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
研
究
推
進
機
構
が
研
究
開

発
代
表
者
と
し
て
受
託
し
、
早
稲

田
大
学
、
日
本
電
気
㈱
、
㈱
前
川

製
作
所
、
㈱
ス
マ
ー
ト
エ
ナ
ジ
ー

と
市
が
協
力
を
し
て
研
究
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

正
式
な
研
究
事
業
名
は
「
分
散

電
源
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
制
御
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
よ
る

電
気
・
熱
利
用
の
最
適
化
と
Ｃ
Ｏ

２
削
減
実
証
研
究
」
と
い
い
、
発

電
シ
ス
テ
ム
と
熱
シ
ス
テ
ム
を
組

み
合
わ
せ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自

給
自
足
が
可
能
か
ど
う
か
の
研
究

を
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
実
際
の
15
分
の

１
サ
イ
ズ
の
商
業
施
設
と
レ
ス
ト

ラ
ン
を
建
築
し
て
、
そ
こ
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
や
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
を
設

置
し
て
発
電
を
し
ま
す
。
ま
た
、

発
電
の
際
に
発
生
す
る
熱
を
冷
房
、

暖
房
、
給
湯
シ
ス
テ
ム
に
利
用
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
発
電
と
熱
の
シ

ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
て
同
施
設

内
で
実
際
に
使
用
す
る
こ
と
で
、

そ
の
効
率
性
や
経
済
性
を
実
証
し
、

そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
基

埼玉エコタウンプロジェクトとは
　再生可能エネルギーを中心とした創エネと徹底
した省エネを市町村全体で取り組むことにより、
エネルギーの地産地消を具体的に進めるモデルを
全国に発信する埼玉県の取り組みです。
　埼玉県では昨年の10月にこの事業の実施市町
村の募集をしました。

応募の動機は
　市では、平成20年に本庄市環境宣言を行い、
市民・事業者・市が一体となって、身近なところ
から環境にやさしい行動をとり、その輪を地域全
体に広げています。
　また、「本庄早稲田の杜」におけるエコタウンとしての先導的な取り組みも始まっています。
　このことから、市では、この埼玉エコタウンプロジェクトを従来からのまちづくりの考え方の延長線上に
あるものと位置付け、この事業に応募しました。
　応募のコンセプトとしては、「本庄早稲田の杜」における先導的な取り組み成果を積極的に市内全域に反
映するとともに、既存の環境施策の更なる推進をしていく中で、持続可能で環境に配慮したまちづくりを展
開していくことを掲げています。

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自
足
を
す

る
た
め
の
制
御
シ
ス
テ
ム
を
開
発

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
以
降
は
、
吸
着
式

冷
凍
機
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

熱
を
冷
房
に
利
用
す
る
こ
と
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
数
年
後
に
は
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
、
商
業
施
設

や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
活
用
で
き
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

本
庄
早
稲
田
駅
前
地
区
で
、

　
　
　

商
業
施
設
へ
の
導
入
に
向
け
た

 

電
気
・
熱
融
通
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
開
始

－創エネ・省エネにより環境にできるだけ負荷をかけない地域社会を目指します－

取り組み内容

★環境推進課☎㉕１１７３

　去る５月１日に埼玉県に応募のあった13の市町村の中から、提案内容の審査の結果、本庄市と東松山市
が選定され、埼玉県とプロジェクト開始に向けた協定を締結しました。

▲実証実験棟

▲知事公館での協定締結式（５/１）

用語説明
※１ スマートエネルギー　バイオマス、地中熱、太陽光、太陽熱などの自然エネルギー。また、これらを有
効に活用し、交通システム・市民のライフスタイルを統合的に組み合わせたまちを「スマートタウン」と呼ぶ。
※２ 熱融通　工場等の排熱等を配管で近接する別の建物に融通することにより、冷暖房用の熱媒（冷
水や温水、蒸気）として利用すること。

エネルギー施策 
●新エネルギー設備設置補助金（個人向け、事業者向け）　 
●公共施設等のエコ化（新築・建替え予定の公共施設の創エネ・省エネ等） 
●防犯灯等のＬＥＤ化への助成　●間伐材の再利用 
交通施策　 
●交通政策協議会の設置（低炭素社会実現に向けた交通システムの構築等の検討） 
●公共交通・自転車利用の促進（ＩＴ利用乗り捨て自由のコミュニティサイクル）、
　電気自動車の普及（急速充電器の設置等） 
環境推進施策 
●川のまるごと再生　●市民と自治体の連携による清流復活活動　
●３Ｒ推進　●環境教育　●ボランティア育成
●合併処理浄化槽への転換等助成　 
健康・安全・安心施策 
●校庭芝生化　
●ウォーキングコースの整備、地図の作成等

市内全地域共通 

エネルギー施策
・ビニールハウス等の地中熱利用
食・農施策
・有機、減農薬推進
・地産地消の推進・遊休農地利用

農業地域
　現在、本庄早稲田の杜地域（本庄早稲田駅周辺）では、「本
庄スマートエネルギータウンプロジェクト」及び「本庄早稲田
の杜まちづくりプロジェクト」による取り組みが進んでいます。

本庄早稲田の杜地域

エネルギー施策
・ 未利用公有地、工場跡地にスマー
トエネルギー（※１）施設の誘致

住居・商業地域

エネルギー施策
・民地等にメガソーラー誘致
・ 工業団地等にスマートエネルギー、
熱融通（※２）システム等の導入

工業地域

本庄早稲田駅

電気・熱利用の自給自足
制御システムの実証実験

スマートハウス

次世代商業施設
次世代オフィス



叙勲・褒章を受章された

みなさんをご紹介します
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去
る
４
月
１
日
に
逝
去
さ
れ
た
、

元
上
里
町
立
長
幡
小
学
校
長
の
故

荻
野
晃
男
氏
に
、
４
月
27
日
付
け

で
瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

【
瑞
宝
双
光
章
】

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

政
府
は
、
４
月
14
日
付
け
で
第

18
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章

者
、
４
月
28
日
付
け
で
春
の
褒
章

受
章
者
、
４
月
29
日
付
け
で
春
の

叙
勲
受
章
者
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
次
の
み
な
さ
ん
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

児玉総合支所建て替えにより建設する複合施設

◎
第
18
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

【
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）】

◎
平
成
24
年
春
の
叙
勲

【
瑞
宝
単
光
章
】

◎
平
成
24
年
春
の
褒
章

【
黄
綬
褒
章
】

【
藍
綬
褒
章
】

小澤 洋八郎 氏
(寿１丁目)

藤井 仁 氏
(若泉２丁目)

堀 修平 氏
(西富田)

山下 征夫 氏
(児玉町下浅見)

盛田 恵美子 氏
(台町)

故 野 晃男 氏
(見福１丁目)

　現在は、その機能をもとに両施設の基本設計に入っていますが、それと並行して、施設の基本設計ワーク
ショップ（意見交換会）を開催しています。
　ワークショップでは、間取りや使い勝手等について、利用者のみなさんなどと意見交換を行っており、その
ご意見も取り入れながら８月末を目途に基本設計をまとめていきます。

★企画課☎㉕１２４６

市民プラザ跡地に建設する複合施設

　市では、「市民プラザ跡地に建設する複合施設」及び「児玉総合支所建て替えにより建設する複合施設」に
ついて、平成27年度末の完成を目指し、様々な機能が複合する施設として整備を進めています。
　これまで関係部局で、各施設利用状況の現状把握等を踏まえた機能及び規模の検討を行い、建設に関する自
由意見の募集、公共施設再配置・複合施設機能検討懇談会を開催しました。そこでいただいたご意見や各種団
体からの要望書等を参考に両施設の機能を決定したのでお知らせします。

新 し い 複 合 施 設 の 機 能 が 決 ま り ま し た

《コンセプト》
　地域に身近なサービスを提供する拠点とし、市民交流の機能を有した誰もが利用しやすい複合型施設とす
ることで、児玉地域住民の利便性と地域のにぎわいの創出、歴史・文化など観光の情報発信をするとともに
公共施設再配置の先導的役割を果たします。
《機能》
◎行政窓口機能
　住民票の発行等、市民サービスの提供拠点
◎生涯学習機能
　 多様化する市民ニーズと将来の変化に柔軟に対応で
きる部屋を設置
◎展示・情報発信機能
　 塙保己一の遺品等の展示・保管場所を整備し快適な
環境を整えるとともに、児玉地域の歴史・文化など
観光の情報発信を行うスペースを設置
◎健康づくり機能
　 児玉保健センターで実施している健康づくりの場や
乳幼児健康診査事業等に柔軟に対応できる多目的ス
ペースやゆとりのあるエントランスホールを設置
◎子育て支援機能
　 児童に健全な遊びの場を与え、その健康を増進し、
情操を豊かにするスペースを設置
◎防災機能
　 非常災害時において、地域住民が一時避難できる安
全安心の場を提供

《機能決定に伴い統合する公共施設》
◎児玉公民館
◎児玉公民館別館
◎塙保己一記念館
◎児玉保健センター

《コンセプト》
　世代を超えて多くの人が集い交流する、誰もが利用しやすい複合型施設を市街地の中心部である市民プラザ
跡地に整備し、加えて本庄まつり等、各種イベントのメイン会場にも対応できるイベント広場を整備すること
で、行政サービスの向上と地域の発展及び活性化を図るとともに公共施設再配置の先導的役割を果たします。

《機能》
◎生涯学習機能，◎市民活動推進機能，◎健康づくり・子育て・福祉支援機能
　 多種多様な市民ニーズに対応できる部屋を設置・団体
の専用区分は設けず各部屋を有効活用・所属団体にと
らわれず分け隔てなく交流

◎多世代交流機能
　 予約なしで使えるテーブル席など、若い世代からお年
寄りまで誰もが気軽に立ち寄れるスペースを設置

◎展示・情報発信機能
　 山車の展示等、市内外へ歴史・文化など観光の情報発
信を行うスペースを設置

◎イベント会場機能
　 各種イベントで利用できる広場を設置（普段は駐車場
として利用）

◎防災機能
　 非常災害時において、地域住民が一時避難できる安全
安心の場を提供

《機能決定に伴い統合する公共施設》
◎中央公民館
◎コミュニティセンター

児玉総合支所建て替え複合施設 建設計画スケジュール
平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

基本設計・
実施設計業務

支所解体工事

建設工事

外構工事

市民プラザ跡地複合施設 建設計画スケジュール
平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

基本設計・
実施設計業務

建設工事

外構工事

市民プラザ跡地

児玉総合支所本庁舎
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市
の
一
部
の
地
域
が
、
埼
玉
県

知
事
か
ら
新
た
に
土
砂
災
害
警
戒

区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る

土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
（
土
砂
災
害
防
止
法
）

に
基
づ
く
も
の
で
、
指
定
区
域
の

関
係
図
書
は
、
総
務
課
（
総
合
支

所
２
階
）、本
庄
県
土
整
備
事
務
所

で
ど
な
た
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

所
在
地

　

 

児
玉
町
児
玉
、
児
玉
町
高
柳
、

児
玉
町
飯
倉
、
児
玉
町
宮
内
、

児
玉
町
秋
山
、
児
玉
町
小
平
、

児
玉
町
入
浅
見
、
児
玉
町
下
浅

見
の
各
一
部

指
定
区
域
数　

　

土
石
流　
　

17
か
所（
８
か
所
）

　

急
傾
斜
地　

31
か
所（
31
か
所
）

　

合
計　
　
　

48
か
所（
39
か
所
）

※
か
っ
こ
内
は
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
数
で
す
。

　

土
砂
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
を

守
る
た
め
、
土
砂
災
害
の
お
そ
れ

の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
明
ら
か
に

土
砂
災
害
警
戒
区
域
と

特
別
警
戒
区
域
が
新
た
に
指
定

　

広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を

反
映
さ
せ
て
本
庄
市
の
青
少
年
育

成
や
家
庭
教
育
を
発
展
さ
せ
る
た

め
、
計
画
を
立
案
し
意
見
を
述
べ

て
い
た
だ
く
社
会
教
育
委
員
を
、

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

20
歳
以
上
の
市
内
在

住
者
で
青
少
年
育
成
や
家
庭
教

育
に
関
心
の
あ
る
人
（
た
だ
し
、

国
・
地
方
公
共
団
体
の
職
員
を

除
く
）

募
集
人
員　

若
干
名

任
期　

平
成
26
年
７
月
31
日
ま
で

応
募
方
法　

生
涯
学
習
課
に
備
え

付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
希
望
理
由
を
８
０

０
字
以
内
に
ま
と
め
て
左
記
へ

郵
送
又
は
持
参

応
募
先　

〒
３
６
７―

０
０
３
１

　

 

本
庄
市
北
堀
１
４
２
２
（
本
庄

市
中
央
公
民
館
内
）

　

 

本
庄
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
応
募
締
切　

６
月
20
日
㈬（
必
着
）

※
採
否
に
つ
い
て
は
、
後
日
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
生
涯
学
習
課
☎
㉒
３
２
４
８

　

本
庄
市
水
道
事
業
は
本
庄
市
が

経
営
す
る
地
方
公
営
企
業
で
す
。

水
道
事
業
の
会
計
は
、
市
な
ど
の

官
公
庁
会
計
と
は
異
な
る
企
業
会

計
で
行
い
、
事
業
に
関
わ
る
経
費

は
、
原
則
的
に
企
業
の
経
営
に
伴

う
収
入
を
も
っ
て
充
て
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
安
全
で
良
質
な
水

道
水
を
つ
く
り
、
家
庭
ま
で
送
り

届
け
る
た
め
の
経
費
は
、
主
に
み

な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
水
道
水
を
安
定

供
給
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
、

23
年
度
の
２
か
年
で
児
玉
浄
水
場

に
膜
ろ
過
施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

水
道
の
開
始
・
休
止
等
の
窓
口

受
付
、
検
針
、
料
金
の
収
納
等
の

業
務
を
民
間
会
社
に
委
託
し
て
い

ま
す
。

委
託
会
社

　

㈱
日
本
ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
ス

　
　

漏
水
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

漏
水
は
メ
ー
タ
ー
器
を
確
認
す
る

こ
と
で
発
見
で
き
ま
す
。

　

水
道
を
使
用
し
て
い
な
い
状
態

で
、
メ
ー
タ
ー
器
内
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
（
ふ
ち
が
赤
く
銀
色
。
写
真
参

照
）
が
回
転
し
て
い
る
と
き
は
、

漏
水
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い

ま
す
。

　

漏
水
を
発
見
し
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
市
指
定
の
水
道
工
事
店
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
修
理

は
有
料
と
な
り
ま
す
。
水
道
工
事

店
が
不
明
の
場
合
に
は
水
道
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
原
因
が
地
下
等
で
発
見

が
困
難
な
漏
水
の
場
合
、
水
道
料

金
を
一
部
減
免
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
　

古
く
な
っ
た
水
道
管
の
内
部

に
付
着
し
て
い
る
サ
ビ
が
、
水
流

の
急
激
な
変
化
に
よ
っ
て
出
て
き

た
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
水
道
を

流
し
て
い
る
と
き
れ
い
に
な
り
ま

す
が
、
い
つ
ま
で
も
続
く
場
合
は

水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
水
道
課
か
ら
の
依
頼
で
」「
市

役
所
か
ら
き
ま
し
た
」
な
ど
と
偽

り
、水
質
検
査
や
水
道
管
の
点
検
・

清
掃
を
行
い
、
法
外
な
値
段
で
浄

水
器
の
販
売
や
、
水
道
管
の
取
り

換
え
等
の
工
事
を
し
よ
う
と
す
る

訪
問
販
売
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
課
で
は
要
請
の
な
い
水
道

水
の
検
査
や
浄
水
器
の
販
売
な
ど

は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇

口
ま
で
の
水
道
管
は
、
建
物
の
所

有
者
の
管
理
と
な
り
ま
す
の
で
、

水
道
課
が
業
者
に
水
道
管
の
点
検
・

清
掃
を
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
は
水
道

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　昨年の東日本大震災を教訓にして、安全でおいしい水道水を供給することに加え、災害に強
い水道づくりが求められています。
　市では安全・安心な水道水の安定供給・水質確保のため、定期的に水質の検査を行い、水源
や浄水施設の整備を計画的に進めています。市ホームページに、予算・決算概要、料金、水質
検査結果、水道Ｑ＆Ａなどを掲載しています。ぜひ、ご覧ください。 ★水道課☎㉒２１５１

６月１日～７日は全国水道週間です

水道水の水質検査の結果をお知らせします（平成23年度）

検査項目 水質の基準
検査結果

本庄地域 児玉地域
大腸菌 検出されないこと 検出されず 検出されず
ナトリウム 200㎎／ℓ以下 18㎎／ℓ程度 13㎎／ℓ程度
カルシウム・マグネシウム等（硬度） 300㎎／ℓ以下 170㎎／ℓ程度 100㎎／ℓ程度
ｐH値 5.8～8.6 7.6程度 7.0程度
残留塩素 0.1㎎／ℓ以上 0.4㎎／ℓ程度 0.3㎎／ℓ程度
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10㎎／ℓ以下 7.5㎎／ℓ程度 3.6㎎／ℓ程度
※検査結果の値は、特定の給水栓（本庄地域４か所、児玉地域２か所）で年４回行った検査の平均値です。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
な
ど
で
貯

水
槽
（
受
水
槽
・
高
置
水
槽
等
）

を
使
用
し
た
水
道
を
利
用
し
て
い

る
場
合
は
、
貯
水
槽
の
設
置
者
が

定
期
的
に
点
検
や
清
掃
を
行
わ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

設
置
者
の
み
な
さ
ん
は
、
水
質

劣
化
や
衛
生
上
の
問
題
が
生
じ
な

い
よ
う
に
貯
水
槽
の
衛
生
管
理
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
は
、
み
な
さ
ん
の
口

座
か
ら
自
動
的
に
水
道
料
金
の
お

支
払
い
が
で
き
る
大
変
便
利
な
制

度
で
す
。
申
し
込
み
は
利
用
し
て

い
る
金
融
機
関
窓
口
で
お
願
い
し

ま
す
。
申
し
込
み
の
際
は
、通
帳
・

お
届
印
・
お
客
様
番
号
の
控
（
検

針
票
・
領
収
書
等
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
水
道
課
窓
口
で
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

　

な
か
な
か
窓
口
に
行
け
な
い
場

合
は
、
水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
必
要
書
類
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
記
入
の
う
え
、
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
返
送
料
金
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
料
金
の
お
支
払
い
が
な

い
と
、
条
例
に
基
づ
い
て
給
水
を

停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
替
取
り
扱
い
金
融
機
関
】

　

 

埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
群
馬
銀
行
、

足
利
銀
行
、
武
蔵
野
銀
行
、
東

和
銀
行
、
し
の
の
め
信
用
金
庫
、

埼
玉
縣
信
用
金
庫
、
埼
玉
信
用

組
合
、
中
央
労
働
金
庫
、
埼
玉

ひ
び
き
の
農
業
協
同
組
合
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）、
り
そ

な
銀
行
、
ア
イ
オ
ー
信
用
金
庫
、

佐
波
伊
勢
崎
農
業
協
同
組
合

　

検
針
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
い

つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
き
、
上

に
荷
物
な
ど
を
置
か
な
い

○ 

愛
犬
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か

ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
つ
な
ぐ

※
メ
ー
タ
ー
検
針
の
際
に
漏
水
の

疑
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
検
針
員

が
水
道
使
用
者
に
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
８
年
以
内
に

取
り
換
え
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

交
換
は
本
庄
市
管
工
事
業
協
同
組

合
が
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
事
前

に
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

し
、
危
険
の
周
知
、
警
戒
避
難
体

制
の
整
備
、
住
宅
等
の
新
規
立
地

の
抑
制
等
の
ソ
フ
ト
対
策
を
推
進

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
等
が
発
生
し

た
場
合
に
、
住
民
等
の
生
命
又
は

身
体
に
危
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
で
あ
り
、

危
険
の
周
知
、
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
、
宅
地
取
引
に
お
け
る
措
置

な
ど
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
等
が
発
生
し

た
場
合
に
、
建
築
物
に
損
壊
が
生

じ
住
民
等
の
生
命
又
は
身
体
に
著

し
い
危
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
で
、
特
定

の
開
発
行
為
に
対
す
る
許
可
制
、

建
築
物
の
構
造
規
制
、
建
築
物
の

移
転
等
の
勧
告
及
び
支
援
措
置
、

宅
地
取
引
に
お
け
る
措
置
な
ど
が

図
ら
れ
ま
す
。

★ 

総
務
課
☎
72
１
３
３
１
（
内
線

２
１
４
）、
本
庄
県
土
整
備
事

務
所
☎
㉑
３
１
４
１

新
た
に
指
定
さ
れ
た
区
域

土
砂
災
害
防
止
法
と
は

土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
は

社
会
教
育
委
員
を

募
集

こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
〜
水
道
使
用
時
の
注
意
と

お
願
い
〜

　

心
当
た
り
が
な
い
の
に
水

道
使
用
量
が
多
い
。
そ
ん
な

と
き
は
？

QＡ

　

水
道
を
使
っ
て
い
て
赤
い

水
が
で
て
き
た
。
そ
ん
な
と

き
は
？

QＡ土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
は

児
玉
浄
水
場
に

膜
ろ
過
施
設
を
整
備

水
道
料
金
は
納
期
限
内
に
！

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

メ
ー
タ
ー
の
検
針
にご

協
力
を

水
道
事
業
の
経
営
効
率
化

の
た
め
に

悪
質
な
訪
問
販
売
に

ご
注
意
を
！

貯
水
槽
水
道
の管

理
に
つ
い
て

メ
ー
タ
ー
交
換
に
つ
い
て

水
道
事
業
経
営
の
し
く
み

パイロット



平成24・25年度の保険料率

均等割額 41,860円
所得割額 8.25％

◆健診項目

平成24年6月1日号 89

《
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

◎ 

次
に
該
当
す
る
人
は
、
受
診
券

が
発
送
さ
れ
た
人
で
も
特
定
健

診
・
健
診
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

・
妊
娠
中
の
人

・
施
設
等
に
入
所
中
の
人

・ 

６
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
中

の
人

◎ 

特
定
健
診
を
受
診
す
る
人
は
、

予
防
検
診
（
人
間
ド
ッ
ク
）
助

成
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
予
防
検
診
助
成
金
に
つ
い
て
は

保
険
課
（
☎
㉕
１
１
１
６
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎ 

社
会
保
険
な
ど
、
市
国
保
以
外

に
加
入
し
て
い
る
人
の
特
定
健

診
に
つ
い
て
は
、
直
接
、
加
入

し
て
い
る
保
険
者
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

★ 

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２

０
０
３

の
更
新
時
に
使
用
し
ま
す
。

《
①
②
共
通
》

広
告
の
規
格
等

・
掲
載
位
置　

封
筒
裏
面

・
枠
の
大
き
さ
（
１
枠
あ
た
り
）

　

お
お
む
ね
縦
30
㎜
×
横
85
㎜

・
刷
色　

単
色
（
黒
）

申 

込　

次
の
書
類
を
郵
送
又
は
直

接
企
画
課
（
市
役
所
３
階
）
へ

提
出

① 

有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
企
画

課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も

の
）

②
広
告
の
原
稿
（
電
子
デ
ー
タ
）

③ 

納
税
証
明
書
（
申
込
者
が
市
外

市
の
公
用
封
筒
や
国
民
健
康
保
険
用
封
筒
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
率
は
、「
高
齢
者
の
医
療
の
確

保
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
２
年

に
１
度
見
直
す
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　

特
定
健
康
診
査
の
目
的
は
、
内

臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
又
は
そ
の
予
備

群
を
特
定
し
、
将
来
の
重
症
化
を

防
ぐ
こ
と
を
中
心
に
、
生
活
習
慣

の
見
直
し
の
き
っ
か
け
を
作
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
平
成
20
年
度
か

ら
保
険
者
に
実
施
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

対 

象　

本
庄
市
国
民
健
康
保
険（
市

国
保
）
の
加
入
者
で
、
平
成
24

年
度
末
ま
で
に
満
40
歳
以
上
と

な
る
人

※
５
月
１
日
以
降
に
本
庄
市
国
民

健
康
保
険
加
入
の
手
続
き
を
し
た

人
に
は
、
受
診
券
は
発
送
さ
れ
ま

せ
ん
。
受
診
を
希
望
す
る
人
（
市

国
保
加
入
前
の
医
療
保
険
者
で
受

診
済
の
人
は
除
く
）
は
、
本
庄
市

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度　

特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
す

　

健
康
は
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
手
段
の
ひ
と
つ
で
す
。
今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
先
も
、
大
切
に

し
た
い
も
の
の
た
め
に
、
自
分
の
た
め
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

対
象
者
に
は
、
受
診
券
（
中
身
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
貼
り
合
わ
せ
た
は
が
き
）
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

健
診
の
大
切
さ
、
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
肺
が
ん
・
結
核
検
診

　

今
年
度
か
ら
、
一
部
の
日
程
で

特
定
健
診
と
肺
が
ん
・
結
核
検
診

が
同
時
に
受
診
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

対
象　

特
定
健
診
・
健
診
受
診
者

※
肺
が
ん
検
診
の
み
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

費
用　

　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン　

２
５
０
円

　

喀か
く

痰
（
必
要
な
人
の
み
）

　
　
　

４
５
０
円

※
日
程
は
上
記
の
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
希
望
す
る
人
は
本
庄
市
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

②
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　

特
定
健
診
会
場
で
は
、
対
象
年

齢
の
希
望
者
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
は
、
市
国
保
に
加
入

し
て
い
る
人
の
ほ
か
、
社
会
保
険

な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

の
み
で
実
施
し
ま
す
。
た
だ
し
、

必
ず
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

対 

象　

平
成
24
年
度
中
に
40
歳
・

45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳
・

65
歳
・
70
歳
に
な
る
人
の
う
ち
、

過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
市
内
在
住

者
費
用　

無
料

◎
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て

　

特
定
健
診
の
結
果
（
人
間
ド
ッ

ク
の
結
果
や
職
場
で
の
健
診
結
果

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
人
も
含

む
）、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
又
は
そ
の
予
備
群
と
特
定
さ
れ

た
人
を
対
象
に
、
特
定
保
健
指
導

を
行
い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
は
、
病
気
に
な

る
前
に
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と

が
目
的
で
す
。
対
象
者
に
は
、
説

明
会
や
教
室
の
案
内
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査
と
同
時
に
実

施
し
ま
す

特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）

～特定健康診査・健康診査を受けるには～
　必ず事前の予約が必要です。下表から希望する会場・日程を確認のうえ、本庄市
保健センター（☎㉔２００３）へお申し込みください。
◆平成24年度特定健診・健診日程（※□の日程は、肺がん検診の同時受診可能日）

※各会場により予約開始日が異なります。予約開始日以降に随時受け付けします。
※予約受付時間は、午前８時30分から午後５時15分までです。
用意　特定健診等受診券、健康保険証
費用　５００円

会　場 日　程（会場受付：午後１時～２時）
中央公民館
※６月５日㈫
予約受付開始

６月 25日㈪ ､ 26日㈫ ､ 27日㈬ ､ 28日㈭ ､ 29日㈮

10月 １日㈪ 、２日㈫ 、３日㈬ 、４日㈭ 、５日㈮

セルディ
※６月13日㈬
予約受付開始

７月 ３日㈫ 、４日㈬ 、５日㈭ 、６日㈮ 、７日㈯

９月 25日㈫ 、26日㈬ 、27日㈭ 、28日㈮

市役所６階大会議室
※６月21日㈭
予約受付開始

７月 17日㈫ 、18日㈬ 、19日㈭ 、20日㈮

10月 15日㈪ ､ 16日㈫ ､ 17日㈬ ､ 18日㈭ ､ 19日㈮ ､ 20日㈯

本庄市保健センター
※７月26日㈭
予約受付開始

９月
３日㈪ 、４日㈫ 、５日㈬ 、６日㈭ 、７日㈮ 、８日㈯

10日㈪ 、11日㈫ 、12日㈬ 、13日㈭ 、14日㈮

　

今
年
度
が
見
直
し
の
時
期
に
あ

た
り
、
次
の
よ
う
に
保
険
料
率
が

改
定
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

★
保
険
課
☎
㉕
１
２
４
５

　

市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

や
財
源
の
確
保
等
を
目
的
に
有
料

広
告
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
市
が
使
用
す
る
公

用
封
筒
・
国
民
健
康
保
険
用
封
筒

に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

募 

集
期
間　

６
月
29
日
㈮
ま
で（
必

着
）

①
公
用
封
筒
（
長
形
３
号
）

　

主
に
市
役
所
の
各
課
か
ら
市
民
、

関
係
機
関
等
へ
の
文
書
送
付
用
。

・
募
集
枠
数　

５
枠

・
印
刷
枚
数　

３
０
、
０
０
０
枚

・
広
告
料
（
１
枠
あ
た
り
）

３
０
、
０
０
０
円

・ 

掲
載
期
間　

印
刷
後
、
市
が
使

用
を
終
え
る
ま
で
の
期
間
で
、

８
月
頃
か
ら
４
か
月
程
度

② 

国
民
健
康
保
険
用
封
筒
（
長
形

３
号
）

　

国
民
健
康
保
険
証
の
送
付
用
。

・
募
集
枠
数　

４
枠

・
印
刷
枚
数　

１
８
、
０
０
０
枚

・
広
告
料
（
１
枠
あ
た
り
）

１
８
、
０
０
０
円

・ 

掲
載
期
間　

印
刷
後
、
市
が
使

用
を
終
え
る
ま
で
の
期
間
で
、

９
月
か
ら
半
年
間
程
度

※
約
１
４
、
０
０
０
枚
を
９
月
下

旬
に
送
付
す
る
国
民
健
康
保
険
証

平成22・23年度の保険料率

均等割額 40,300円
所得割額 7.75％

◎ 

職
場
で
健
康
診
断
を
受
け
る（
受

　

 

け
る
予
定
）
の
人
は
健
診
結
果

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

市
国
保
の
加
入
者
が
、
職
場
で

健
康
診
断
を
受
診
し
た
場
合
、
健

診
結
果
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
特
定
健
康
診
査
を
受
け
た
こ

と
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
診
率
の
向
上
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
健
診
結
果
を
本
庄
市
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出
す
る
よ
う
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

の
場
合
）

④ 

申
込
者
の
業
務
内
容
等
が
分
か

る
書
類

郵
送
先　

〒
３
６
７―
８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―
５―
３

　

本
庄
市
役
所
企
画
課

注
意
事
項

○  

内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
等
に

よ
り
掲
載
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
本
庄
市
有
料
広
告

事
業
取
扱
要
綱
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
企
画
課
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

★
企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７

健
康
診
査
（
健
診
）

対 

象　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者

項　　目 内　　　容

問 　 診 服薬歴及び喫煙習慣等

診 　 察 　

身 体 計 測 身長・体重・BMI・腹囲

血 圧 測 定 　

血 

液 

検 

査

脂 質 検 査
中性脂肪・HDLコレステロール・LDL
コレステロール

肝機能検査 GOT・GPT・γ－GTP

血 糖 検 査 ヘモグロビンA1ｃ

腎機能検査 尿酸・クレアチニン（※今年度から追加）

尿 検 査 尿糖・尿たんぱく

貧 血 検 査 医師の判断に基づき、選択的に実施さ
れる項目ですが、心電図・眼底検査に
ついては、希望者は受けることができ
ます。

心 電 図 検 査

眼 底 検 査
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持
参
す
る
も
の

・
現
況
届
用
紙

・
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

※
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出

す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

・ 

受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
コ

ピ
ー
又
は
、年
金
加
入
証
明（
厚

生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
場

合
）

・ 

児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
（
平

成
24
年
１
月
１
日
の
住
所
が
市

外
の
場
合
）

・ 

世
帯
全
員
の
住
民
票
で
省
略
の

な
い
も
の
（
児
童
の
住
所
が
市

外
の
場
合
）

提
出
場
所　

・
子
育
て
支
援
課（
市
役
所
２
階
）

※
場
所
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

・
市
民
福
祉
課
（
総
合
支
所
１
階
）

【
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
】

　

郵
送
に
よ
る
提
出
は
、
到
着
日

が
届
出
日
と
な
り
ま
す
。
到
着
日

が
期
限
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
早

め
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
事
故
防
止
の
た
め
、
簡
易

書
留
、
特
定
記
録
郵
便
な
ど
で
郵

送
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
書
き
漏
れ
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、

再
度
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

６
月
29
日
㈮

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下

「
住
基
カ
ー
ド
」）
を
持
っ
て
い
る

人
や
住
基
カ
ー
ド
を
持
つ
人
が
い

る
世
帯
が
市
外
へ
引
越
す
場
合
は
、

ま
ず
、
市
民
課
又
は
市
民
福
祉
課

で
「
転
出
」
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
こ
の
時
、
転
出
証
明

書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

次
に
、
引
越
し
先
で
「
転
入
」

の
手
続
き
を
し
ま
す
。
こ
の
時
、

必
ず
住
基
カ
ー
ド
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
住
基
カ
ー
ド
を
継
続
し

て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
住
み
始
め
た
日
が
届
出
日
よ
り

14
日
以
上
前
で
あ
る
と
き
や
、
住

基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
だ

け
が
転
出
さ
れ
る
と
き
な
ど
は
、

従
来
ど
お
り
の
「
転
出
証
明
書
」

が
交
付
さ
れ
る
手
続
き
と
な
り
ま

す
。

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

６
月
29
日
㈮
ま
で
に
『
現
況
届
』
の
提
出
を

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の
人
は
『
児
童
手
当
現
況
届
』
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
提
出
が
な
い
と
、
資
格
が
あ
っ
て
も

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
該
当
者
に
は
、
６
月
上
旬
に
届
出

用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

　

申
請
期
間
が
９
月
28
日
㈮
ま
で

に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年

10
月
に
制
度
が
変
更
と
な
っ
て
か

ら
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★ 

子
育
て
支
援
課
☎
㉕
１
１
３
０
、

市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３
１（
内

　

線
３
１
６
）

※
転
出
の
手
続
き
は
郵
送
で
も
で

き
ま
す
が
、
そ
の
他
の
手
続
き
が

必
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
市
民
課
又
は
市
民
福
祉

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
に
つ
い
て

子
ど
も
手
当
特
別
措
置
法

の
申
請
に
つ
い
て

７
月
９
日
㈪
か
ら

転
入
・
転
出
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

　

外
国
人
登
録
法
が
廃
止
と
な
り
、
住
民
基
本
台
帳
法
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
転
入
・
転
出
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
。
外
国
籍
の
人
も
、

転
出
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
４
月
よ
り
子
ど
も
手

当
か
ら
児
童
手
当
制
度
に
変
更
と

な
り
、
６
月
分
の
手
当
よ
り
、
所

得
制
限
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
申
告

や
所
得
証
明
書
の
提
出
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
通
知
等
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正

に
伴
う
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
の

た
め
次
の
日
を
臨
時
休
業
し
ま
す
。

休
業
日　

７
月
８
日
㈰

※
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
業
務
の
み

実
施
し
ま
す
。（
午
前
８
時
30
分
〜

正
午
）

※
戸
籍
の
届
出
は
、
通
常
ど
お
り

休
日
夜
間
受
付
窓
口
で
受
け
付
け

ま
す
。

★
市
民
課
☎
㉕
１
１
１
３

市
民
課
の
日
曜
開
庁
を

臨
時
休
業
し
ま
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
人
が
い
る
世
帯
が
対
象
で
す

外
国
人
の
み
な
さ
ん
へ

　

市
外
へ
引
越
す
場
合
は
、
今
ま

で
は
引
越
し
先
で
届
出
を
す
る
だ

け
で
し
た
が
、
今
後
は
、
ま
ず
、

市
民
課
又
は
市
民
福
祉
課
で
「
転

出
」
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
を
す
る
と
「
転
出
証
明

書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
引

越
し
先
へ
は
、「
転
出
証
明
書
」
と

引
越
し
す
る
人
の
「
特
別
永
住
者

証
明
書
」又
は「
在
留
カ
ー
ド
」（
切

り
替
え
前
は
「
外
国
人
登
録
証
明

書
」）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★ 

市
民
課
☎
㉕
１
１
１
３
、
市
民

福
祉
課
☎
72
１
３
３
１
（
内
線

３
３
１
）

　

平
成
23
年
分
の
申
告
か
ら
、
16

歳
未
満
の
人
に
対
す
る
年
少
扶
養

控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
で
は
控
除

額
が
０
に
な
り
ま
し
た
が
、
16
歳

未
満
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
、

申
告
書
へ
記
入
が
必
要
で
す
。

　

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
の
人
数

は
、
市
民
税
・
県
民
税
の
所
得
割

額
・
均
等
割
額
の
非
課
税
判
定
に

影
響
し
ま
す
。

　

も
し
、
確
定
申
告
で
扶
養
親
族

の
記
入
を
忘
れ
た
場
合
は
、
お
早

め
に
課
税
課
（
市
役
所
１
階
）
で

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

市
民
税
・
県
民
税
申
告
は

正
し
く
済
み
ま
し
た
か
？

　

平
成
23
年
分
の
申
告
か
ら
所
得

税
に
つ
い
て
標
記
に
該
当
す
る
人

は
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
に

な
り
ま
し
た
が
、
次
に
該
当
す
る

と
き
に
は
、
市
民
税
・
県
民
税
の

申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・ 

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
に
20
万
円
以
下
の
少
額
の
所

得
が
あ
る
場
合

※
市
民
税
・
県
民
税
で
は
全
て
の

所
得
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

・ 

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
で

は
確
認
で
き
な
い
控
除
（
生
命

保
険
料
控
除
、
地
震
保
険
料
控

除
、
医
療
費
控
除
等
）
が
あ
る

場
合

・ 

扶
養
控
除
や
障
害
者
控
除
に
変

更
が
あ
る
場
合

　

所
得
税
の
確
定
申
告
の
内
容
は

市
民
税
・
県
民
税
の
課
税
資
料
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
所
得
税
の
確

定
申
告
が
不
要
の
人
で
も
、
市
民

税
・
県
民
税
申
告
に
よ
り
控
除
を

申
告
す
る
こ
と
で
、
市
民
税
・
県

民
税
の
税
額
が
変
更
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
３

公
的
年
金
等
収
入
金
額
の
合
計
金
額
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
か
つ
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
人
へ

年
少
扶
養
控
除
に
つ
い
て

測定箇所
（15施設40か所）

測定値
（μSv/h）

市民体育館 0.074 ～ 0.079
若泉運動公園テニスコート 0.057
北泉テニスコート 0.039
児玉工業団地遊水地内グ
ラウンド 0.126

児玉サッカー場 0.073
児玉総合運動公園グラウ
ンド 0.082

本庄総合公園市民球場市
民球場 0.055 ～ 0.081

シルクドーム 0.078 ～ 0.086
本庄総合公園多目的グラ
ウンド 0.101 ～ 0.105

共栄公園テニスコート 0.104
日の出児童センター 0.068 ～ 0.134
前原児童センター 0.075 ～ 0.116
本庄市保健センター 0.081 ～ 0.103
児玉総合支所 0.063 ～ 0.099
児玉保健センター 0.068 ～ 0.092

◎小学校校庭の測定結果（測定日：４月16日）
　今回の測定結果は、0.038 ～ 0.122μSv/h（マイクロシーベルト／時間）
でした。
　なお、測定値には自然から受ける放射線量が含まれています。測定値は、計
測の時間帯や天候等に影響を受けることがあるため、あくまでも参考の数値と
なります。　　 ★自治防災課☎㉕１１８４

◎市の施設の測定結果
　（測定日：1月31日・２月１日・10日）

― 市内の空間放射線量測定結果 ―

◇◆空間放射線量・放射性物質測定結果のお知らせ◆◇

　市と本庄上里学校給食センターでは、提供した給食等の安全性を確認的に検
証するため市立小中学校及び市立保育所を対象に「給食まるごと検査」を実施
しています。５月第１週分（４月28日～５月２日）、５月第２週分（５月７日
～ 11日）、５月第３週分（５月12日～ 18日）いずれも放射性ヨウ素及び放射
性セシウムは不検出でした。
★ 教育総務課☎㉕１１８２、子育て支援課☎㉕１１２８、本庄上里学校給食セ
ンター☎㉔２６２１

― 市立小中学校及び保育所の給食等放射性物質測定結果 ―

　埼玉県では、農畜産物等の放射性物質調査を実施しています。市内で採取し
たミズナ（採取日５月７日・８日　判明日５月10日）、キュウリ（採取日５月
15日・判明日５月17日）、トマト（採取日５月15日・判明日５月17日）、原
乳（採取日５月16日・判明日５月16日）、ウグイ（採取日４月29日・判明日
５月11日）の放射性セシウムは、全て基準値を下回りました。
 ★農政課☎㉕１１７７

― 農畜産物等の放射性物質測定結果 ―

　市では、市民のみなさんが身近な場所の空間放射線量を測定できるよう、以下のとおり空間放射線量測定器を貸し出
します。

貸出日時　月曜日から金曜日までの１日間（休日・年末年始を除く。）
　　　　　午前９時～午後４時（当日の午後５時までに返却）
※貸し出しは予約制です。再度の貸し出しを希望する場合は、改めて予約をしてください。
対　　象　市内に住所を有する20歳以上の人、市内に事業所のある法人など
貸出機器　携帯型放射線測定器（富士電機製 Nhc7　シンチレーションサーベイメータ）
使用場所　市内の自己又は家族の所有地・道路ほか（他人の所有地を無断で測定しないでください。）
貸出窓口　自治防災課（市役所３階）
費　　用　無料
用　　意　身分証明書（運転免許証、健康保険証など）、印鑑
＊予約申し込みは、電話又は直接自治防災課へ  ★自治防災課☎㉕１１８４

空間放射線量測定器を貸し出します
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夏
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ

でんごん広場
みなさんの情報交換の場
　＝行事案内　　＝会員募集行 募

宛 先
〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　FAX㉑8499　※締め切りは６月15日㈮必着です。

行

募

掲載希望・掲載申し込みは、秘書
広報課（☎㉕１１５５）へ

★ ７月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。

福
ふく

田
だ

　琳
りん

叶
と

ちゃん・琉
る

那
な

叶
と

ちゃん
（児玉町金屋）〈平成20・22年生まれ〉

内
うち

海
うみ

　有
ゆう

ちゃん（下野堂３丁目）
〈平成20年生まれ〉

新
あら

井
い

　瑛
えい

太
た

ちゃん（児玉町塩谷）
〈平成21年生まれ〉

これから
も兄弟仲
よくネ!!

４歳おめでとう。
元気いっぱいの
有くん。いつも
たくさんの笑顔
を届けてくれて
ありがとう。

いつも元気いっ
ぱいの瑛太君。
健やかで大きく
育ってね。３歳
おめでとう。

長
は

谷
せ

川
がわ

　有
ゆ

里
り

ちゃん（けや木３丁目）
〈平成22年生まれ〉

２歳のお誕生日
おめでとう。活
発でかけっこが
速いゆりちゃん。
わが家の宝物で
す。

加
か

藤
とう

　悠
ゆう

ちゃん（見福３丁目）
〈平成23年生まれ〉

祝１歳! !いたず
ら大好き、やん
ちゃなうーたん。
元気いっぱいに
大きくなってね

平
ひら

野
の

　奏
そう

太
た

ちゃん（牧西）
〈平成23年生まれ〉

㊗1歳 !!いつも
素敵な笑顔をあ
りがとう

本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

行

災害時の物資輸送で協定を締結
　４月23日、本庄市と㈳埼玉県
トラック協会本庄・児玉郡支部
は、「災害時における物資の輸送
に関する協定」を締結しました。
　この協定は、災害が発生した
場合に、災害応急対策や自治体
相互応援の物資の緊急輸送を迅
速かつ円滑に実施することを目
的としています。
　東日本大震災では、同協会の協力を得て、福島県郡山市に救
援物資を届けました。

「子供絵画展」を開催しました
　児玉地域を中心に活動し
ている「あおぞらグループ
井上」では、「第三回子供絵
画展」を開催しました。
　今年で３年目の絵画展で
は、３歳から中学生までの

52人の子どもたちが「夢と希望」をテーマにして書いた作品を、
住宅のブロック塀を借りて展示しました。
　グループ代表の井上喜代子さんによりますと、「年々参加者
が増えてきています。みなさんに喜んでもらえるのが大変うれ
しいです。」とのことです。

新
築
・
増
築
家
屋
の
評
価
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
課
税
の
た
め
、
新
築
又
は

増
築
等
を
さ
れ
た
家
屋
の
評
価
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
は
、

対
象
者
に
通
知
し
た
う
え
で
、
市

職
員
が
直
接
訪
問
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場

合
は
、
課
税
台
帳
か
ら
削
除
し
ま

す
の
で
課
税
課
（
市
役
所
１
階
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
一
定
要
件
を
満
た
す
住
宅
の
場

合
、「
課
税
標
準
の
特
例
」
が
適

用
さ
れ
、
土
地
の
固
定
資
産
税
が

減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
屋
の
滅

失
や
土
地
の
用
途
を
変
更
す
る
と

そ
の
特
例
が
な
く
な
り
ま
す
。

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
１

本
人
通
知
制
度
を
ご
存
知
で

す
か
？

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
！

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
自
動
車

の
排
出
ガ
ス
や
工
場
等
の
ば
い
煙

な
ど
に
含
ま
れ
る
窒
素
酸
化
物
や

炭
化
水
素
が
、
太
陽
の
紫
外
線
に

よ
り
化
学
反
応
を
起
こ
し
て
で
き

る
も
の
で
す
。
一
定
の
濃
度
に
な

る
と
人
の
健
康
や
植
物
な
ど
に
被

害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
は
、

晴
れ
又
は
薄
曇
り
の
日
で
、
気
温

が
高
く
、
風
が
弱
い
と
き
で
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
な
る
べ

く
屋
外
に
出
な
い
よ
う
に
し
、
窓

等
は
で
き
る
だ
け
閉
め
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、

の
ど
に
痛
み
を
感
じ
た
り
し
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
洗
眼
や
う
が
い
を

し
て
く
だ
さ
い
。
症
状
が
重
い
場

合
は
、
医
師
の
診
断
を
受
け
左
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★ 

環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
３
、

　

本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

　

省
エ
ネ
・
省
資
源
に
気
を
配
っ

て
１
日
を
過
ご
し
、
そ
の
取
り
組

み
を
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し

て
、
成
果
を
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
で
表

し
ま
す
。
１
人
ひ
と
り
の
小
さ
な

取
り
組
み
も
、
み
ん
な
で
取
り
組

め
ば
地
球
温
暖
化
問
題
も
解
決
で

き
る
は
ず
で
す
。
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
は
環
境
推
進
課（
市
役
所
４
階
）

　

本
人
通
知
制
度
は
、
代
理
人
や

第
三
者
の
請
求
に
よ
り
住
民
票
や

戸
籍
謄
本
な
ど
を
交
付
し
た
と
き
、

本
人
に
そ
の
事
実
を
通
知
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
住
民
票
な
ど
の
不
正
請

求
の
早
期
発
見
や
抑
制
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

通
知
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
登
録
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

対 

象　

市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人

及
び
本
籍
が
あ
る
人

登 

録
申
請　

運
転
免
許
証
な
ど
の

本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
て
、

登
録
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

請
窓
口　

市
民
課
（
市
役
所
１

階
）、
市
民
福
祉
課
（
総
合
支

所
１
階
）　

※
通
知
の
対
象
は
、
代
理
人
が
請

求
し
た
も
の
、
第
三
者
が
請
求
し

た
も
の
で
す
が
、
一
部
該
当
し
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
市
民
課
☎
㉕
１
１
１
３

元
小
山
川
が
変
わ
る
・
・
・

　

川
の
ま
る
ご
と
再
生

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

始
動

及
び
環
境
産
業
課
（
総
合
支
所
２

階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
エ
コ
ラ
イ

フ
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

★ 

環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
３
、

環
境
産
業
課
☎
72
１
３
３
１（
内

線
２
３
１
） ６月生まれのみんな

　本庄市は、５月１日、埼玉県から埼玉エコタウンプ
ロジェクトの指定を受けました。このプロジェクトは、
太陽光をはじめとする再生可能エネルギーの活用（＝
創エネ）や、徹底した省エネに取り組むことにより、
エネルギーの地産地消を具体的に進めるモデルをつく
り、全国に発信し、暮らしやすく活力のある地域社会
の創造を目指します。
　３．11以降、日本のエネルギー状況は大きく変化し
つつあります。大規模電力会社からの電力に頼るだけ
でなく、再生可能エネルギーを効率よく生み出し効率
よく使う技術とシステムをいかにしたら確立できるか、
そこに我が国の将来はかかっていると言っても過言で
はありません。
　本市ではそのような実験がすでに本庄早稲田の杜地
区で始まっており、今後実用化が期待されます。本庄
早稲田の杜を新しい時代のエコタウンのモデル地区と
するべく、地権者のご理解を得ながら埼玉県、早稲田
大学、企業そして市民の皆様と共に計画を進めてまい

ります。
　また市内全域を対象に、市民の皆様がご家庭に太陽
光パネルを設置する際の補助金に加え、合わせて高効
率給湯器を設置した場合に補助金を加算する制度や、
事業者向けの新エネルギー設備の設置に対する補助金
を創設しました。ぜひ多くの皆様にご活用いただけれ
ばと思います。
　環境に配慮した事業としては、生活面でのリサイク
ルやごみの減量化などはもちろん、教育、農業、河川
浄化、健康づくり、防犯防災、交通、公共施設建設な
どの分野において、新しいチャレンジや従来からの取
り組みの一層の充実を、市民の皆様との協働により推
進してまいります。
　「エコタウン・環境共生都市本庄」の実現は、私たち
市民一人ひとりがその推進役です。今回の埼玉県から
の指定を機に、市民ぐるみで環境に配慮した創エネ・
省エネのまちづくりを進め、市の魅力を高めていきま
しょう。

エコタウン・環境共生都市づくりにご協力を

若草歌謡クラブ
日時　毎月第１・３木曜日
　　　午後１時～４時
会場　北泉公民館
費用　月会費2,000円
問い合わせ　船戸☎725381

おとうさんとお弁当をつくろう
日時　  ６月17日㈰
　　　午前９時～午後１時
会場　中央公民館
対象　小学１～３年生と父（２人１組）
費用　１組　1,500円
定員　12組
申込　６月５日㈫から10日㈰まで
問い合わせ　冨田☎080-6554-9072

戦争体験を語りつぐ会
日時　６月17日㈰　
　　　午前１時30分～午後４時30分
会場　市民文化会館第三会議室
内容　 おざわ ゆき 氏講演「次世代

が語るシベリア抑留」ほか
費用　無料
問い合わせ　中里☎㉑9850



（
広
告
）

（
広
告
）
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催　

し

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６

４日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪・７月２日㈪・９日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６

４日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪・７月２日㈪・９日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

１日㈮～４日㈪、28日㈭～７月１日㈰

今月の納税納付 ［納期限：７月２日㈪］
・市県民税　１期　　・下水道負担金　１期
口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　６月５日㈫・７月５日㈭　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係

　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）

※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口

を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

新
幹
線
の
夜
間
走
行
試
験
を

実
施
し
ま
す

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
金

助
成
制
度
・
負
担
限
度
額
認
定

の
申
請
（
更
新
）
は
忘
れ
ず

に
！

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
受
け
る
場
合
、

事
前
に
受
給
資
格
の
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
申
請
月

分
か
ら
助
成
や
減
額
の
対
象
と
な

り
ま
す
。）
制
度
を
利
用
し
た
い

人
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用

し
て
い
る
人
も
、
有
効
期
間
が
６

月
末
で
満
了
し
ま
す
。
７
月
以
降

も
引
き
続
き
利
用
す
る
場
合
は
、

再
度
手
続
き
が
必
要
で
す
。

① 

介
護
保
険
利
用
者
負
担
金
助
成

制
度

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
が

介
護
保
険
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
を

利
用
し
た
場
合
に
、
利
用
者
負
担

金
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

対 

象　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
、

平
成
24
年
４
月
１
日
時
点
で

次
の
要
件
を
満
た
す
人
（
た
だ

し
、
生
活
保
護
受
給
者
は
除
く
）

・ 

住
民
税
が
世
帯
全
員
非
課
税
で

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人
…
利
用
者
負
担
金
の
２
分

の
１
を
助
成

・ 

住
民
税
が
世
帯
全
員
非
課
税
の

人
…
利
用
者
負
担
金
の
４
分
の

１
を
助
成

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
研
修
〜
ビ
ジ

ネ
ス
文
書
の
書
き
方
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
常
識
と
タ
ブ
ー
の
理

解
〜
を
開
催

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
ご
案
内

乙
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
を
開
催

※
住
民
税
は
、
平
成
24
年
度
分
が

対
象
で
す
。

対
象
と
な
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス

・ 

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
サ
ー
ビ
ス

・ 

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護(

有

料
老
人
ホ
ー
ム
等)

サ
ー
ビ
ス

・ 

別
の
減
額
制
度
等
に
よ
り
、
利

用
者
負
担
金
が
減
額
に
な
っ
て

い
る
も
の

用 

意　

対
象
者
名
義
の
通
帳
、
印

鑑
（
朱
肉
を
必
要
と
す
る
も
の)

②
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

　

介
護
保
険
で
施
設
サ
ー
ビ
ス
や

短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

を
利
用
し
た
場
合
に
、
居
住
費
や

食
費
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
制
度

で
す
。

対 

象　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
、

平
成
24
年
度
の
住
民
税
が
世
帯

全
員
非
課
税
の
人

用 

意　

平
成
23
年
度
の
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
証
、
印
鑑(

朱

肉
を
必
要
と
す
る
も
の)

《
①
②
共
通
》

受 

付　

６
月
20
日
㈬
〜
７
月
19
日

㈭
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

受 

付
場
所　

介
護
い
き
が
い
課（
市

役
所
１
階
）、市
民
福
祉
課
（
総

合
支
所
１
階
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
７
１

９
、
市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３

１
（
内
線
３
１
３
）

　

現
在
、
農
業
を
取
り
巻
く
状
況

は
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど

様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
市
で
は
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
を
作
成
し
新
規
就
農
者
の
定

着
、
農
地
の
利
用
集
積
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に

位
置
付
け
ら
れ
た
農
業
者
は
、
青

年
就
農
給
付
金
や
農
地
集
積
協
力

金
等
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
. m
a
ff
 .

g
o
. jp
/j/ke

ie
i/ko
u
ka
i/h
ito
_

no
uchi. htm

l

）
又
は
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★ 
農
政
課
☎
㉕
１
１
７
７
、
環
境

産
業
課
☎
72
１
３
３
１
（
内
線

２
３
５
）

　

新
幹
線
指
令
シ
ス
テ
ム
更
新
に

伴
う
動
作
確
認
の
た
め
、
夜
間
走

行
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

日 

時　

６
月
24
日
㈰
、
28
日
㈭
、

７
月
８
日
㈰
、
21
日
㈯
（
予
備

日
…
７
月
１
日
㈰
、
７
月
26
日

㈭
、
８
月
23
日
㈭
、
27
日
㈪
）

午
前
１
時
10
分
〜
４
時
10
分

★ 

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
高
崎
支
社

☎
０
２
７―

３
２
０―

７
１
２

８

精
神
保
健
相
談
・
ひ
き
こ
も
り

専
門
相
談
を
実
施

　

精
神
的
な
病
気
や
悩
み
に
つ
い

て
は
精
神
科
医
に
よ
る
相
談
、
青

年
期
の
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

①
精
神
保
健
相
談

　

６
月
25
日
㈪　

午
後
１
時
〜

②
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

　

 

６
月
８
日
㈮
・
７
月
13
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
〜

＊ 

①
②
と
も
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

は
左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

本
庄
特
別
支
援
学
校
説
明
会

及
び
学
校
公
開
週
間
を
実
施

　

地
域
産
業
の
基
盤
を
強
化
し
、

企
業
の
次
世
代
に
資
す
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
実
務
担
当
者
を

対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。

日 

時　

７
月
24
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
45
分

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内 

容　

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
作
成
の
基

本
・
上
達
の
秘
訣
、
電
子
メ
ー

ル
の
書
き
方
に
つ
い
て
演
習
を

交
え
て
習
得

定
員　

50
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参 

加
費　

５
、
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
む
）

申 

込　

７
月
17
日
㈫
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
明
記
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

又
は
電
話
で
左
記
へ

★ 

㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
研

究
推
進
機
構
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

「
成
人
の
祝
い
」
実
行
委
員
を

募
集

　

平
成
25
年
１
月
13
日
㈰
に
開
催

予
定
の
「
成
人
の
祝
い
」
を
企
画
・

実
行
す
る
実
行
委
員
を
新
成
人
の

み
な
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。
内

容
は
式
典
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

企
画
・
実
行
、
記
念
品
の
選
定
な

ど
で
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
再
会
す
る
友
人
た

ち
と
一
緒
に
思
い
出
に
残
る
成
人

式
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募 

集
人
員　

15
人
（
多
数
の
場
合

抽
選
）

※
実
行
委
員
に
は
、
終
了
後
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

申 

込　

６
月
11
日
㈪
か
ら
29
日
㈮

ま
で
に
、
電
話
又
は
直
接
左
記

へ
★
生
涯
学
習
課
☎
㉒
３
２
４
８

　

学
校
、
病
院
、
工
場
、
事
業
所
、

店
舗
そ
の
他
多
数
の
人
が
出
入
し
、

勤
務
し
、又
は
居
住
す
る
建
物（
収

容
さ
れ
る
人
の
数
が
、
不
特
定
の

人
を
収
容
す
る
建
物
は
30
人
以
上
、

そ
の
他
の
建
物
は
50
人
以
上
）
に

は
、
消
防
法
で
定
め
る
資
格
を
有

す
る
防
火
管
理
者
を
置
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

講
習
の
対
象
は
小
規
模
の
店
舗(

延

べ
面
積
３
０
０
㎡
未
満)

、
ビ
ル

の
テ
ナ
ン
ト
等
に
な
り
ま
す
の
で
、

資
格
を
持
っ
て
い
な
い
事
業
所
は

必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日 

時　

６
月
22
日
㈮　

午
前
９

時
20
分
〜
午
後
４
時

会
場　

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
０
０
０
円

※
申
込
書
は
、
児
玉
郡
市
広
域
消

防
本
部
及
び
各
消
防
署
で
配
布
又

は
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.k

o
d
am
ako
uiki.  jp

/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申 

込　

６
月
11
日
㈪
（
土
・
日
を

除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

30
分
ま
で
）
か
ら
申
込
書
に
証

明
写
真
（
縦
２
・
５
㎝
×
横
２
・

０
㎝
）
を
添
付
し
直
接
左
記
へ

★ 

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

課
☎
72
４
６
５
４

　

小
学
部
１
年
生
か
ら
高
等
部
３

年
生
ま
で
の
知
的
発
達
に
遅
れ
の

あ
る
児
童
・
生
徒
が
、
支
援
を
受

け
な
が
ら
、
元
気
に
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

○
学
校
説
明
会

日 

時　

７
月
４
日
㈬　

午
前
９
時

40
分
〜
午
後
０
時
30
分

内 

容　

授
業
公
開
、
学
校
概
要
の

説
明
、
高
等
部
入
学
選
考
及
び

進
路
指
導
概
要
の
説
明
、
特
別

支
援
教
育
に
関
す
る
情
報
提
供

○
第
１
回
学
校
公
開
週
間

日 

時　

７
月
２
日
㈪
〜
６
日
㈮（
４

日
㈬
を
除
く
）　

午
前
９
時
45

分
〜
正
午（
２
校
時
〜
４
校
時
）

内
容　

授
業
公
開

※
次
回
の
学
校
公
開
週
間
は
、
11

月
５
日
㈪
〜
９
日
㈮
で
す
。

★ 

埼
玉
県
立
本
庄
特
別
支
援
学
校

　

☎
㉔
３
７
４
７

平
成
24
年
度
教
科
書
展
示
会

を
開
催

日 

時　

６
月
15
日
㈮
〜
７
月
１
日

㈰(

月
曜
日
及
び
６
月
30
日
㈯

を
除
く)　

午
前
10
時
〜
午
後

５
時
15
分

会
場　

図
書
館
本
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
学
校
教
育
課
☎
㉕
１
１
８
３

埼
玉
県
立
本
庄
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
第
51
回
定
期
演
奏
会
を

開
催

日
時　

６
月
17
日
㈰

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
演　

午
後
１
時
30
分

会
場　

市
民
文
化
会
館

内 

容　

交
響
詩
「
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー

ル
の
詩
」、
は
て
し
な
き
大
空

の
賛
歌
、
ア
ラ
ジ
ン
メ
ド
レ
ー
、

明
日
が
あ
る
さ　

ほ
か

費
用　

無
料
（
全
席
自
由
）

★ 

埼
玉
県
立
本
庄
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
・
岩
瀬
☎
㉑
１
１
９
５



（
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ス
ポ
ー
ツ

公
民
館

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

主
催
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
教
室
」
を
開
催

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
主
催「
民
踊
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
教
室
」
を
開
催

児
玉
公
民
館 

☎
72
４
７
８
９

旭
公
民
館 

☎
㉒
５
９
４
０

　

短
い
ラ
ケ
ッ
ト
と
ス
ポ
ン
ジ
玉

付
シ
ャ
ト
ル
で
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
楽
し
く
運
動
で
き
ま
す
。

　

同
時
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト

を
利
用
し
て
、
ほ
か
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
も
楽
し
め
ま
す
。

日 

時　

７
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日　

全
３
回　

午

後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場　

エ
コ
ー
ピ
ア

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用 

意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

内
用
運
動
靴

申 

込　

６
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

日 

時　

７
月
１
日
か
ら
29
日
ま

で
の
毎
週
日
曜
日
（
15
日
㈰
を

除
く
）　

全
４
回　

午
後
１
時
〜

３
時
30
分

会 

場　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
多
目
的
室(

本
庄
駅
南

口
複
合
施
設
内)

講 

師　

本
庄
民
踊
レ
ク
連
盟
指
導

者
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用 

意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
運

動
靴

申 

込　

６
月
12
日
㈫
か
ら
電
話

又
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
主
催
「
市
民
軽
登
山
」

を
開
催

日 

時　

７
月
８
日
㈰（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所

◆
７
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

時 

間　

午
前
９
時
〜
正
午
、 

午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
内
）

☎
72
８
８
５
１

本
庄
西
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
６

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
教
室

日 

時　

６
月
20
日
か
ら
７
月
11
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
４
回

◆
月
釜
茶
会

　

毎
月
第
２
日
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

日 

時　

６
月
10
日
㈰
、
７
月
８
日

㈰　

午
後
１
時
〜
４
時

費
用　

５
０
０
円
（
茶
・
菓
子
代
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

内 

容　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ケ
ー
ス（
保

温
・
保
冷
用
布
付
、
５
０
０
ml
）

の
作
製

講
師　

椙
田　

晴
美　

先
生

定
員　

14
名
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
０
０
０
円　

用 

意　

定
規(

30
〜
40
㎝)

、
は
さ

み
（
布
用
と
紙
用
）、
鉛
筆(

２

Ｂ)

、
裁
縫
用
具

申 

込　

６
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
歴
史
講
座
〜
江
戸
時
代
の
本
庄
〜

日 

時　

７
月
７
日
か
ら
21
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日　

全
３
回　

午

前
10
時
〜
正
午

講
師　

柴
崎　

起
三
雄　

先
生

内
容　

　

①
浅
間
焼
き
と
本
庄

　

②
金
讃
神
社
と
そ
の
周
辺

　

③
幕
末
の
本
庄

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

６
月
18
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
南
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
５

◆
初
心
者
３
Ｂ
体
操
教
室

日 

時　

６
月
20
日
か
ら
７
月
４
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
３
回

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

講 

師　

中
島　

て
る
美　

先
生（
健

康
運
動
実
践
指
導
者
）

内 

容　

音
楽
に
合
わ
せ
、
身
体
を

動
か
し
た
り
ダ
ン
ス
を
す
る
健

康
体
操

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用 

意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
運

動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申 

込　

６
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
素
敵
な
ビ
ー
ズ
教
室

日 

時　

６
月
27
日
か
ら
７
月
11
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
３
回

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

講
師　

渡
部　

良
一　

先
生

内 

容　

ネ
ッ
ク
レ
ス
と
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
（
腕
輪
）
の
作
製

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用 

意　

は
さ
み
、
も
の
さ
し
、
ハ

ン
カ
チ
、
筆
記
用
具
、
金
属
製

の
ふ
た
部
分
（
ク
ッ
キ
ー
の
箱

な
ど
）

申 

込　

６
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

藤
田
公
民
館 

☎
㉒
２
３
３
２

◆
う
た
ご
え
広
場

日 

時　

６
月
22
日
㈮
・
29
日
㈮　

全
２
回　

午
前
10
時
30
分
〜
正

午
講
師　

飯
島　

法
子　

先
生

内 

容　

懐
か
し
い
歌
、
よ
く
口
ず

さ
ん
だ
歌
を
歌
う

定
員　

30
人
（
先
着
順
）　

費
用　

無
料

申 

込　

６
月
８
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
絵
手
紙
教
室

日 

時　

６
月
25
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分　
　

講
師　

中
野　

幸
恵　

先
生

内 

容　

変
わ
っ
た
手
法
で
「
蛍
」

の
暑
中
見
舞
い
を
作
製

定
員 

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

は
さ
み
、
両
面
テ
ー
プ
、

鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム

申 

込　

６
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
癒
し
の
初
心
者
太
極
拳
教
室　

日 

時　

６
月
27
日
か
ら
７
月
11
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
３
回

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講 

師　

吉
永　

麻
里
子　

先
生（
全

日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

費
用　

無
料

用 

意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

内
用
運
動
靴
（
ひ
も
付
き
）、

飲
み
物

申 

込　

６
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室

日 

時 
６
月
19
日
か
ら
７
月
17
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
５
回

午
後
２
時
〜
４
時　

講
師　

荒
井　

美
代
子　

先
生

内 

容　

丈
夫
な
紙
ひ
も
を
編
み
、

手
提
げ
バ
ッ
グ
を
作
製

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
５
０
０
円

用 

意　

は
さ
み
、
巻
尺
（
１
ｍ
）、

木
工
用
ボ
ン
ド
、
筆
記
用
具
、

洗
濯
ば
さ
み
20
個
、
新
聞
紙
１

日
分
、
目
打
ち
（
千
枚
通
し
）、

重
石
（
１
㎏
位
の
れ
ん
が
等
）

申 

込　

６
月
８
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
初
心
者
書
道
教
室

日 

時　

６
月
23
日
㈯
か
ら
毎
月
第

２
・
４
土
曜
日　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
程
度（
教
材
費
）

用
意　

書
道
用
具
一
式
、
新
聞
紙

申 

込　

６
月
15
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ（
火
・
水
・
金
・

土
の
み
連
絡
可
）

「
緑
の
分
権
改
革
」
講
演
会
を

開
催

水
森
か
お
り
コ
ン
サ
ー
ト
２

０
１
２
を
開
催

原
田
節
コ
ン
サ
ー
ト
〜
オ
ン

ド
・
マ
ル
ト
ノ
の
世
界
〜
を
開
催

日
時　

10
月
14
日
㈰

　

開
場　

午
後
２
時
30
分

　

開
演　

午
後
３
時

会
場　

市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル

料 

金　

５
、
５
０
０
円
（
全
席
指

定
）

※
当
日
は
５
０
０
円
増
で
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
６
月
９
日
㈯
か

ら
市
民
文
化
会
館
及
び
各
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
で
発
売
し
ま
す
。

★
市
民
文
化
会
館
☎
㉔
２
８
４
１

日 

時　

６
月
27
日
㈬　

午
後
５
時

15
分
〜
７
時

会
場　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

講 

師　

椎
川　

忍　

氏
（
総
務
省

自
治
財
政
局
長
）

内 

容　
「
緑
の
分
権
改
革
〜
あ
る

も
の
を
生
か
す
地
域
力
創
造
〜
」

★ 

ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
本
庄
・

阿
奈
☎
㉑
０
３
２
６
、イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
１

６
９
０

日
時　

６
月
23
日
㈯

　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　

開
演　

午
後
２
時

会
場　

美
里
町
遺
跡
の
森
館

料
金　

５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

※
本
コ
ン
サ
ー
ト
は(

公
財)

三
井

住
友
海
上
文
化
財
団
の
助
成
に
よ

り
低
料
金
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
美
里
町
遺
跡
の

森
館
、
美
里
町
役
場
、
美
里
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
発
売
し

て
い
ま
す
。

★ 

美
里
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
☎
76
０
２
０
４

①
児
玉
総
合
支
所
駐
車
場

　

集
合　

午
前
６
時

　

出
発　

午
前
６
時
10
分

②
シ
ル
ク
ド
ー
ム
駐
車
場

　

集
合　

午
前
６
時
30
分

　

出
発　

午
前
６
時
40
分

コ 

ー
ス　

北
八
ヶ
岳
・
白
駒
池
・

高
見
石(

長
野
県)

※
徒
歩
３
時
間
の
コ
ー
ス
で
す
。

対 

象　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
勤･

在
学
者

定
員　

40
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参 

加
費　

４
、
０
０
０
円(

保
険
料
、

日
帰
り
入
浴
施
設
料
金
含
む)

用 

意　

歩
き
や
す
い
服
装
、
昼
食
、

飲
み
物
、
敷
物
、
雨
具
、
帽
子
、

手
袋
、
履
き
慣
れ
た
軽
登
山
靴

又
は
運
動
靴
、
入
浴
セ
ッ
ト

申 

込　

往
復
は
が
き
に
参
加
希
望

者
全
員
（
最
大
４
人
ま
で
）
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
希
望
集
合
場
所
を
記
入
の

う
え
、
６
月
20
日
㈬
ま
で
に
左

記
へ
郵
送
（
必
着
）

郵
送
先　

〒
３
６
７―

０
０
２
２

　

本
庄
市
日
の
出
２―

５―

30

　

本
庄
市
山
岳
協
会
髙
野
東
海
男

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
山
岳
協

会
・
髙
野
（
☎
㉔
２
０
０
７
）

へ



環境推進課☎㉕1172
　　　　　環境産業課☎721331（内線224)

　　

平成24年6月1日号

日　程 内　容 会　場

６月18日㈪ あめのおさんぽあそび 日の出児童センター

６月25日㈪ あめのおさんぽあそび 児玉つどいの広場

７月 ６日㈮ たなばたさま 前原児童センター

日　程
前原つどいの広場

｢前原ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
｢ひよっこニコニコタイム」
午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
｢児玉ワクワクタイム｣
午前10時～11時

６月13日㈬ おはなし広場「てんとうむし」 新聞紙で遊ぼう 誕生会

６月20日㈬ 親子体操（講師：立石明子先生） ６、７月生まれの誕生会 本庄子育てネットの「ママサロン」

６月27日㈬ ６、７月生まれの誕生会と「うたの
ミニミニこんさーと」 魚つりであそぼう おはなし広場「てんとうむし」

７月４日㈬ 七夕飾り 七夕飾り 七夕飾りを作ろう

７月11日㈬ おはなし広場「てんとうむし」 しゃぼん玉であそぼう 誕生会

1819

本　　館☎㉔3746
児玉分館☎731783

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休館日／毎週月曜日
　　　　６月30日㈯　（館内整理日）
ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/

た
の
し
い
お
は
な
し
会

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

★
本
館

日 

時　

６
月
９
日
㈯ 

午
前
11
時
〜

11
時
30
分
、
23
日
㈯　

午
後
２

時
〜
２
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室

内 

容　
「
あ
な
た
は
雨
が
好
き
で

す
か
？
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵

本
や
紙
芝
居

協 

力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日 

時　

６
月
９
日
㈯ 

午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会
場　

親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内 

容　
「
雨
・
自
然
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
お
は
な
し

協 

力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

「
語
り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

日
時　

６
月
16
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

会
場　

本
館
２
階
視
聴
覚
室

内 

容　

世
界
名
作
ア
ニ
メ
「
宝
島
／

日 

時　

６
月
７
日
㈭
・
７
月
５
日

㈭　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会 

場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対 

象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内 
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど

★
今
月
の
一
般
図
書

サ 

ラ
イ
の
「
日
本
の
庭
」
完
全
ガ

イ
ド 

サ
ラ
イ
編
集
部 

編

東
北
の
絶
景

　

富
田 

文
雄
・
山
梨 

勝
弘 
写
真

山 

形
ガ
ー
ル
ズ
農
場
！
女
子
か
ら

始
め
る
農
業
改
革  

菜
穂
子 

著

新
ビ
ル
マ
か
ら
の
手
紙

ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー 

著

逆 

説
の
日
本
史
18　

幕
末
年
代
史

編
�　

    
  

井
沢 

元
彦 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

ぱ
た
ぱ
た
も
も
ん
ち
ゃ
ん

と
よ
た
か
ず
ひ
こ 

作
・
絵

ル
フ
ィ
の
仲
間
力　

 

安
田 

雪 

著

一
年
四
組
の
窓
か
ら

あ
さ
の 

あ
つ
こ 

作

図
解
絵
本
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

モ
リ
ナ
ガ
・
ヨ
ウ 

作
・
絵

★
今
月
の
一
般
図
書

兄
よ
、
蒼
き
海
に
眠
れ

佐
江 

衆
一 

著

か
す
て
ぃ
ら　

 

さ
だ 

ま
さ
し 

著

わ
く
わ
く
ほ
っ
こ
り
和
菓
子
図
鑑

　

君
野 

倫
子 

著

新
・
幸
福
論　

  

五
木 

寛
之 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

や
く
そ
く
だ
よ
、
ミ
ュ
ウ

　
　
　
　
　

  

小
手
鞠 

る
い 

作

こ
ろ
わ
ん
ど
っ
き
ど
き

間
所 

ひ
さ
こ 

作

江
戸
の
怪
談
絵
事
典

近
藤 

雅
樹 

監
修

ち 

び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
続
四
字
熟

語
教
室　

     
  

川
嶋 

優 

著

に
ん
じ
ん
」

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

休　日　急　患　の　診　療
●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　(本庄市保健センター内☎㉓３３２２)
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。

●在宅当番医療機関
　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありますので、
確認してからお出かけください。

６月３日㈰ 上 武 病 院 小島５丁目 ☎㉑０１１１

６月10日㈰ へ ん み 眼 科 医 院 小島１丁目 ☎㉒３７０２

６月17日㈰ 服 部 ク リ ニ ッ ク 東台４丁目 ☎㉔４６７１

６月24日㈰ 松本産婦人科医院 千代田１丁目 ☎㉔３３７７

７月１日㈰ 森田整形外科クリニック 小 島 ☎㉓１６１０

７月８日㈰ よしはら整形外科 児玉町長沖 ☎73１５７５

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時にご利
用ください。県内であれば、プッシュ回
線の電話や携帯電話から「#8000」を押
すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～ 11時
・ 日曜日、祝日、年末年始 午前９時～午
後11時

★119番は、緊急時(火災やけが人など)の
受付専用電話番号です。夜間など、時間外
に診療可能な病院については、児玉郡市広
域消防本部指令課（☎㉔1119）でご案内
していますので、ご利用ください。ただし、
診療科目によっては、県外や児玉郡市以外
の病院をご案内する場合もあります。

○「つどいの広場」

　乳幼児の親子が交流する広場を開催しています。また、下表の日程で、親
子でふれあうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前
の申し込みは不要です。
日時　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後２時（祝日を除く）
場所　 前原児童センター・日の出児童センター・総合支所第２庁舎３階子育て

支援室

（６月～７月上旬）
★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０

今後の集団資源回収予定表

天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

○子育てサロン（子育て支援講座｢ゆうゆう｣）
時間　午前10時～ 11時30分
協力　 子育て応援団「本庄びすけっと」の

みなさん
※お気軽にお越しください。事前の申し込
みは不要です。

｢つどいの広場｣及び｢子育て
サロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児
玉つどいの広場」は前原児
童センター）へ

日 程 時 間 回収場所等 問い合わせ

６月３日㈰
午前９時～ 11時 総合支所

回収品目：古紙類・缶類
ハートtoハート ☎㉒９３００
（佐久間さんち）

７月１日㈰

６月17日㈰
午前９時～ 11時 市役所

午後１時～３時 市民プラザ跡地

６月９日㈯ 午前９時～ 11時 本庄南公民館　 回収品目：古紙類・缶類 佐久間さんち ☎㉒９３００

６月20日㈬ 随時受付
就労継続支援B型事業所「佐久間さんち」
（本庄高校北側）回収品目：古紙類・缶類

ポノポノ ☎㉓２１９５

～楽しく取り組む！ "エコ生活"～

※本庄子育てネットの「ママサロン」は、６月12日㈫・19日㈫・26日㈫・７月３日㈫・10日㈫の午前10
時30分から11時30分まで、子育て支援センター (いずみ保育所☎㉒4891)で開催されます。事前の申し込
みは不要ですので、お気軽にお越しください。
※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

　買ったものは、いつかはごみになります。
　長く大切に使えるもの、修理できるものを購入しましょう。また、詰め
替え可能な商品や、エコマークやグリーンマークなどの付いた商品を選び、エコを意識した買い物を心
がけませんか。ちょっとした工夫が環境への負荷を減らし、エコ・節約につながります。
　また、“買い物には『マイバック』を使い、レジ袋を断る勇気をもちましょう。”

古
典
講
座
を
開
催

日 

時 

６
月
27
日
㈬
・
７
月
18

日
㈬
・
９
月
12
日
㈬
・
26
日

㈬
・
10
月
10
日
㈬
・
24
日
㈬
・

11
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬
・
12

月
12
日
㈬
・
平
成
25
年
１
月
23

日
㈬
・
２
月
20
日
㈬
・
３
月
13

日
㈬　

全
12
回　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

図
書
館
本
館
第
２
読
書
室

講
師　

小
林　

ミ
チ
子　

先
生

内
容　
「
平
家
物
語
」
を
読
む

費
用　

無
料

申 

込　

６
月
５
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
図
書
館
本
館
へ



障害者生活支援センター『さわやか』　☎㉕5620　　FAX㉕5640

平成24年6月1日号 2021

市民相談・県民相談　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

相 談 名 日　時 会　場 相 談 名 日　時 会　場

同じ障害がある
人による相談

肢体不自由 随時受付

障害者生活支援
センター

絵手紙教室
６月23日㈯
午前９時30分～
11時30分

勤労青少年ホーム

視覚障害 事前受付

パソコン教室
毎週木曜日
午後１時30分～
３時30分

もの作りクラブ
６月15日㈮
午後１時30分～
３時30分

ボッチャ練習会
（身体障害者のためのスポーツ）

６月27日㈬
午後１時30分～
３時30分

エコーピア
理学療法士による
相談
（身体障害のある人）

６月16日㈯
午後１時～３時

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

市　
　

民　
　

相　
　

談　
（
６
月
〜
７
月
）

行 政 ６月21日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０

法 律

６月６㈬・13日㈬・20日㈬・27日㈬　午後１時～４時
◎７月の相談日

７月４日㈬・11日㈬
午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
７月18日㈬・25日㈬
午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）

不 動 産 ６月８日㈮・７月13日㈮　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 ６月14日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 ６月12日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士

消費生活

毎週月・水・木曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～3時30分 市役所４階 商工課 商工課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
６月12日㈫　午後１時～４時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎㉕１１５９
６月26日㈫　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

家庭児童
毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課

子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時

※予約制（随時、電話受付） 児玉保健センター

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと

毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

６月４日㈪・18日㈪・７月２日㈪　午後１時～４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５

介護の悩み ６月８日㈮・22日㈮　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

県
民
相
談

県 民
（行政･民事･家庭等）

毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談員 北部地域振興センター

（熊谷地方庁舎１階）
北部地域振興センター
☎０４８－５２２－６５０６法 律

※予約制
毎月第１・３・４水曜日（休日の場合は翌日に振替）
午後１時～４時　相談員＝弁護士

★本庄市保健センター2003
※ お問い合わせは、午前8時30分からです。

みんなのけんこうガイド

●育児相談・学級
【会場】本庄市保健センター

相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、育児・栄養相談

６月21日㈭　
午前９時30分～ 11時

定員あり。
各実施月の１日から本庄市
保健センターへ
（※電話による育児相談は
随時受け付けています。）

７月12日㈭
午前９時30分～ 11時
(会場：児玉保健センター）

お
や
親
タ
マ
ゴ

マタニティエクサ
サイズ ストレッチ、有酸素運動など ６月13日㈬・７月18日㈬

午前10時～正午

母乳・沐浴 母乳について、お風呂の入れ方の
実習など

７月21日㈯
午前９時30分～正午

食事 栄養士の講話、調理実習 ７月2７日㈮
午前９時30分～正午

医
療
�
�
本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部

子
ど
も
の
発
熱
時
の

　
　

 

対
応
に
つ
い
て

　

今
回
は
、
日
常
で
よ
く
遭
遇
す

る
子
ど
も
の
発
熱
の
対
応
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
正
常
の
体
温
は
、
わ

き
の
下
で
５
分
間
測
定（
水
銀
計
）

し
て
、
平
均
36
・
２
〜
37
・
４
度

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
正
常

体
温
以
上
に
な
っ
た
と
き
を
発
熱

と
い
い
ま
す
。

　

発
熱
の
原
因
と
し
て
最
も
多
い

の
は
、
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
で
す
。

し
か
し
、そ
の
他
に
も
、細
菌
（
ば

い
菌
）
や
真
菌
（
か
び
）、
腫
瘍
、

自
己
免
疫
（
自
分
の
体
が
自
分
の

体
を
壊
す
病
気
：
例
え
ば
リ
ウ
マ

チ
熱
や
川
崎
病
な
ど
）
な
ど
多
岐

に
及
ん
で
お
り
、
初
期
に
ど
う
対

応
し
て
い
く
か
は
と
て
も
重
要
で

す
。

　

発
熱
の
機
序
は
、
そ
の
原
因
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
専
門
用
語

で
言
う
と
、
血
液
中
の
白
血
球
や

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
と
呼
ば
れ
る
細

胞
か
ら
、
発
熱
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン

と
呼
ば
れ
る
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
、

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
、
腫
瘍
壊え

死

性
因
子
（
Ｔ
Ｎ
Ｆ
）
な
ど
に
よ
っ

て
、
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
と
い

う
物
質
が
脳
内
に
増
加
し
、
体
温

中
枢
を
刺
激
し
て
、
セ
ッ
ト
ポ
イ

ン
ト
が
高
熱
の
方
向
に
傾
き
、
体

内
の
代
謝
が
亢こ

う

進し
ん

し
て
熱
の
産
生

の
増
加
が
起
こ
り
発
熱
と
な
り
ま

す
。

　

発
熱
す
る
と
、
体
は
体
温
調
節

中
枢
（
自
律
神
経
系
：
自
分
で
意

識
し
な
い
で
勝
手
に
体
が
行
う
調

節
機
能
）
を
介
し
て
、
循
環
血
液

量
の
調
節
や
発
汗
を
調
節
し
、
熱

の
放
散
を
行
い
、
体
温
を
下
げ
る

方
向
に
働
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

疾
患
に
よ
っ
て
は
、
熱
を
下
げ
る

治
療
を
必
要
と
す
る
も
の
か
ら
、

特
殊
な
薬(

非
ス
テ
ロ
イ
ド
系
抗

炎
症
剤
な
ど)

を
使
っ
て
強
引
に

下
げ
て
は
い
け
な
い
も
の
ま
で
、

様
々
で
あ
る
と
言
う
こ
と
を
知
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
実
際
に
子
ど
も
が
発
熱

し
た
場
合
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

病
気
と
し
て
多
い
の
は
、
み
な

さ
ん
ご
存
じ
の
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に

よ
る
上
気
道
の
炎
症
（
い
わ
ゆ
る

風
邪
）
で
す
。
そ
の
場
合
は
、
対

症
療
法
（
症
状
に
あ
わ
せ
て
治
療

を
行
う
こ
と
）
だ
け
で
様
子
を
み

て
よ
い
の
で
、
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
風
邪
が
こ
じ
れ
る
と
、

中
耳
炎
、
気
管
支
炎
、
肺
炎
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
頻

度
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
尿
路

感
染
症
や
髄
膜
炎
、
川
崎
病
な
ど

入
院
加
療
を
必
要
と
す
る
病
気
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
時
の
子
ど
も
の
状
態
を
見
て
、

病
院
に
行
く
の
か
、
少
し
家
で
様

子
を
見
る
の
か
、
そ
の
場
そ
の
場

で
決
め
て
い
く
し
か
方
法
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

必
ず
、
す
ぐ
に
病
院
に
行
く
べ

き
症
状
は
、
生
後
３
か
月
以
下
の

子
ど
も
の
発
熱
、
頻
回
の
嘔お

う

吐と

を

伴
う
発
熱
、
痙け

い

攣れ
ん

を
伴
う
発
熱
、

ぐ
っ
た
り
し
て
ほ
と
ん
ど
動
か
な

い
発
熱
な
ど
で
す
。
そ
れ
以
外
で

も
、
子
ど
も
の
元
気
が
な
い
時
は
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
迷
っ
た
と

き
、
電
話
（
♯
８
０
０
０
）
で
尋

ね
て
み
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
首
、
わ

き
の
下
、
足
の
つ
け
根
を
冷
や
し

た
り
、
水
分
を
多
く
摂
取
す
る
こ

と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

発
熱
の
原
因
（
病
気
の
正
し
い
診

断
）
は
確
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
病
院

に
行
か
な
か
っ
た
と
き
で
も
、
発

熱
が
続
く
場
合
は
、
一
度
は
主
治

医
の
先
生
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※各種相談は予約制
※７月の相談予約は、６月20日㈬から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）
※４月から法律相談が月４回になりました。
※４月から不動産相談が第２金曜日になりました。

司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談
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４月18日に、有形文化財１件と史跡２件の計３件が
新しく本庄市指定文化財に指定されました。 ★文化財保護課☎㉕1186

　

本
庄
市
に
と
っ
て
養
蚕
と
製

糸
は
、
大
変
重
要
な
産
業
で
し

た
。
競
進
社
模
範
蚕
室
や
旧
本

庄
商
業
銀
行
煉
瓦
倉
庫（
旧
ロ
ー

ヤ
ル
洋
菓
子
店
）
は
、
そ
の
面

影
を
伝
え
る
大
切
な
文
化
遺
産

で
す
。
ま
た
、「
高
窓
の
里
」

に
代
表
さ
れ
る
養
蚕
家
屋
の
あ

る
風
景
は
、
か
つ
て
本
庄
市
が

我
が
国
の
産
業
を
支
え
た
こ
と

を
示
す
重
要
な
歴
史
的
遺
産
で

す
。
本
書
は
、
本
庄
市
の
歴
史

を
考
え
る
基
礎
資
料
と
な
る
よ

う
に
、
本
庄
市
郷
土
叢そ
う
し
ょ書
と
し

て
刊
行
し
ま
し
た
。

体 

裁　

本
文
44
ペ
ー
ジ（
全
ペ
ー

ジ
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
印
刷
）

頒
布
価
格　

１
冊　

５
０
０
円

頒 

布
場
所　

文
化
財
保
護
課（
市

役
所
４
階
）

　

児
玉
町
河
内
寺
山
地
区
の
道
路
工
事
中
に
出
土
し
た
も
の
で
高
さ
は
21
・

７
㎝
で
す
。
風
鐸
と
は
、
鐸た
く
が
た形
の
釣
鐘
で
あ
り
、
仏
堂
の
軒
な
ど
に
吊
る
し

風
を
受
け
て
音
を
発
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
風
鐸
は
鋳
鉄
製
で
裾
部
に
は
花
弁
状
の
抉え
ぐ

り
込
み
が
あ
り
ま
す
。
東

日
本
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
類
例
の
少
な
い
珍
し
い
も
の
で
す
。

　

寺
山
地
区
に
は
平
坦
地
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
古
代
の
土は

師じ

器き

・
須す

恵え

器き

を

は
じ
め
平
安
時
代
に
相
当
す
る
瓦
塔
の
破
片
が
数
多
く
採
集
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
か
つ
て
は
地
名
の
も
と
に
な
っ

た
寺
院
が
こ
の
地
に
建
て
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
こ
の
風
鐸
は
、
こ
の
寺
院
の
本
堂
に
吊
り
さ

げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　

旭
・
小
島
古
墳
群
中
に
位
置
し
、
墳ふ
ん
け
い形
は
周
堀
を
含
む
一
辺

が
33
・
５
ｍ
の
方
墳
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
状
で
は
墳
丘

が
大
き
く
削
り
取
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
指
定
史
跡
で
あ
る
八

幡
山
古
墳
に
隣
接
し
保
存
さ
れ
て
お
り
、
５
世
紀
初
頭
頃
の
方

墳
と
し
て
珍
し
い
も
の
で
す
。
な
お
、
こ
の
古
墳
か
ら
は
刀と
う

子す

・

有ゆ
う
げ
ん
い

肩
斧
、
直
ち
ょ
く
じ
ん
が
ま

刃
鎌
等
を
滑か
っ
せ
き石
で
模
し
た
石
製
模
造
品
14
点
が
検

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
沖
古
墳
群
中
に
位
置
し
、
墳
形
は
現
状
で

全
長
32
ｍ
、
高
さ
３
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
、
古

墳
群
中
で
も
中
心
的
な
古
墳
で
す
。
こ
の
古
墳

か
ら
は
、
円
筒
埴は
に

輪わ

や
朝
顔
形
円
筒
埴
輪
等
が

出
土
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
児
玉
南
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に

は
、
か
つ
て
数
多

く
の
古
墳
が
存
在

し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
こ
の
古
墳

の
ほ
か
に
は
墳
丘

を
残
す
古
墳
が
少

な
く
、「
長
沖
古

墳
公
園
」
と
し
て

保
存
整
備
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

記
念
物
（
史
跡
）

記
念
物
（
史
跡
）

寺
山
廃
寺
の
風ふ

う
た
く鐸

万
年
寺
つ
つ
じ
山
古
墳
（
付
出
土
品
）

長
沖
第
32
号
墳

新指定文化財を紹介します

▲古墳全景（万年寺3丁目）

▲出土品

▲古墳全景（児玉町長沖）


